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今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書
（
全
文
）

　

今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書
は

次
の
と
お
り
で
す
。
意
見
書
は
関
係

機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

区
民
や
区
内
小
規
模
事
業
者
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
長
期
的
な
景
気
低

迷
に
加
え
、
歴
史
的
な
円
高
の
進
展

や
欧
州
の
財
政
危
機
を
背
景
に
し
た

海
外
経
済
の
減
速
に
よ
り
、
悪
化
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
東
京
都
が
実
施
し

て
い
る
「
小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す

る
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
」「
小

規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
措
置
」

及
び
「
商
業
地
等
に
お
け
る
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
負

担
水
準
の
上
限
を
65
％
に
引
き
下
げ

る
減
額
措
置
」
は
、
区
民
の
過
重
な

税
負
担
を
緩
和
し
、
厳
し
い
経
営
環

境
に
あ
る
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て

も
、
事
業
の
継
続
や
経
営
の
健
全
化

へ
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
京
都
が
こ
れ
ら
の
軽
減
措
置
を

廃
止
す
れ
ば
、
区
民
や
区
内
小
規
模

事
業
者
の
経
済
的
・
心
理
的
負
担
は

極
め
て
大
き
く
、
景
気
に
与
え
る
影

響
が
強
く
危
惧
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
東
京
都

に
対
し
、
下
記
事
項
に
つ
い
て
平
成

24
年
度
以
降
も
継
続
す
る
よ
う
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１　

小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
都

市
計
画
税
を
２
分
の
１
と
す
る
軽

減
措
置

２　

小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
２

割
減
額
す
る
減
免
措
置

３　

商
業
地
等
に
お
け
る
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
負

担
水
準
の
上
限
を
65
％
に
引
き
下

げ
る
減
額
措
置

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

（
東
京
都
知
事
あ
て
）

　

衆
議
院
や
参
議
院
、
政
府
関
連
機

関
な
ど
を
狙
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が

明
ら
か
に
な
り
、
国
民
の
不
安
は
こ

れ
ま
で
に
な
く
高
ま
っ
て
い
る
。

　

わ
が
国
の
重
要
情
報
が
海
外
に
流

出
す
れ
ば
、
国
益
に
大
き
な
影
響
が

あ
り
、
政
府
は
サ
イ
バ
ー
攻
撃
・
情

報
保
全
対
策
を
構
築
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

脅
威
か
ら
国
民
の
安
心
・
安
全
を
守

る
た
め
、
下
記
事
項
の
早
期
実
現
を

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１　

国
家
と
し
て
の
安
全
保
障
の
観

点
か
ら
、
情
報
保
全
の
基
本
戦
略

を
早
急
に
構
築
す
る
こ
と
。

２　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
政
策
会
議

を
強
化
し
、
情
報
保
全
の
危
機
分

析
、
内
外
情
勢
分
析
、
諸
外
国
の

政
策
動
向
な
ど
を
定
期
的
に
国
会

に
報
告
す
る
こ
と
。　

３　

政
府
は
、
重
要
な
社
会
基
盤
に

対
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
リ
ス
ク

を
検
証
し
、
地
方
自
治
体
に
対
す

る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
含
め
た
対
策

を
早
急
に
構
築
す
る
こ
と
。

４　

民
間
の
優
れ
た
人
材
と
技
術
を

活
用
し
、
官
民
一
体
の
情
報
保
全

対
策
を
構
築
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
経
済

産
業
大
臣
、
国
家
公
安
委
員
会
委
員

長
あ
て
）

　

国
の
防
災
基
本
計
画
に
お
い
て
、

平
成
17
年
の
修
正
で「
女
性
の
参
画
・

男
女
双
方
の
視
点
」
が
初
め
て
盛
り

込
ま
れ
、
平
成
20
年
に
は
「
政
策
決

定
過
程
に
お
け
る
女
性
の
参
加
」
が

追
記
さ
れ
た
。
こ
の
流
れ
を
受
け
、

地
域
防
災
計
画
に
も
女
性
の
参
画
・

男
女
双
方
の
視
点
が
取
り
入
れ
ら
れ

つ
つ
あ
る
が
、
具
体
的
な
施
策
に
ま

で
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も

言
え
な
い
。

　

中
央
防
災
会
議
の
「
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
を
教
訓
と
し
た
地
震
・

津
波
対
策
に
関
す
る
専
門
調
査
会
」

が
、
平
成
23
年
９
月
28
日
に
と
り
ま

と
め
た
報
告
に
お
い
て
も
、
防
災
会

議
へ
女
性
委
員
を
積
極
的
に
登
用
し
、

こ
れ
ま
で
反
映
が
不
十
分
で
あ
っ
た

女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
へ

の
配
慮
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
防
災
会
議
に
女
性

の
視
点
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
下
記

事
項
の
早
期
実
現
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

記

１　

中
央
防
災
会
議
に
、
少
な
く
と

も
３
割
以
上
の
女
性
委
員
を
登
用

す
る
こ
と
。

２　

地
方
防
災
会
議
に
も
女
性
委
員

を
積
極
的
に
登
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
都
道
府
県
知
事
や
区

市
町
村
長
の
裁
量
に
よ
り
、
有
識

者
枠
を
拡
大
す
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
を

行
う
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
男
女
共
同
参

画
）、内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
防
災
）

あ
て
）

12
月
22
日
議
決

お知らせ
平成２４年第１回
足立区議会定例会
会期（予定）
２月２２日（水）
～３月２７日（火）

委 員 会 名 日　　程

主な内容

審査
報
　
告

その他議
案

請
願

陳
情

総 務 委 員 会
１１／　２（水） １ ３ ６

１２／　７（水） ９ ４ ８

区 民 委 員 会
１１／　２（水） ２ ２

１２／　９（金） ３ ２ ３

産 業 環 境 委 員 会
１１／　７（月） ３

１２／１２（月） １ ３

厚 生 委 員 会
１１／　７（月） １ ７

１２／１２（月） ２ ２ ５

建 設 委 員 会
１１／　８（火） １ ４

１２／１３（火） ５ １ ７

文 教 委 員 会
１１／　８（火） ３ ３

１２／１３（火） ３ ３３ ４

議 会 運 営 委 員 会

１１／　１（火）

第４回定例会について
１１／３０（水）

１２／　８（木）

１２／２１（水）

交通網・都市基盤整備
調 査 特 別 委 員 会

１１／　９（水） ４

１２／１４（水） ２

子 ど も 施 策
調 査 特 別 委 員 会

１１／１０（木） ２ ３

１２／１５（木） ２ １

災 害・ オ ウ ム 対 策
調 査 特 別 委 員 会

１１／１０（木） ５ ３

１２／１６（金） ５ ３

地域コミュニティ対策
調 査 特 別 委 員 会

１１／１１（金）
地域活動団体等の連携及
び高齢者の独居対策等に
関する調査研究について 

１２／２０（火） ３

委員会活動

請願書・陳情書の例 み
な
さ
ん
の
声
を
請
願
・
陳
情
で

　

請
願
・
陳
情
は
、
議
会
に
対
し

て
文
書
で
施
策
の
実
現
を
要
望
す

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
足

立
区
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
を
慎
重

に
審
査
し
、
結
果
を
提
出
者
に
通

知
し
ま
す
。

　

請
願
書
・
陳
情
書
に
は
、
特
に

所
定
の
様
式
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

左
の
例
を
参
考
に
し
て
お
書
き
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
請
願
書
・
陳
情
書
に
必

要
な
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
請
願
・
陳
情
の
趣
旨（
具
体
的
に
）

②
請
願
者
・
陳
情
者
の
住
所
、
氏

名
（
法
人
の
場
合
は
、
そ
の
名

称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）、
電

話
番
号

③
押
印
（
私
印
、
た
だ
し
自
署
の

場
合
は
不
要
）

④
紹
介
議
員
の
署
名
又
は
記
名
押
印

　
（
陳
情
書
の
場
合
は
不
要
）

⑤
提
出
年
月
日

⑥
あ
て
先
（
足
立
区
議
会
議
長
）

問
合
せ　

議
事
係

☎
（
３
８
８
０
）
５
７
９
７

※ 議員の紹介のあるものを「請願」、
紹介のないものを「陳情」といいま
す。足立区議会での取扱は同じです。

○○についての請願（陳情）

請願（陳情）の趣旨
　　・・・・・・・・・・・
　・・・・・・・・・・・・
理由
　　・・・・・・・・・・・
　・・・・・・・・・・・・

請願者（陳情者）

　住所

　氏名

　TEL

紹介議員（陳情には不要）

　氏名

　年　月　日

足立区議会議長　○○○○

（自署の場合は不要）

（自署の場合は不要）

印

印

サ
イ
バ
ー
攻
撃
・
情
報

保
全
対
策
に
関
す
る
意

見
書

防
災
会
議
に
女
性
の
視
点

を
取
り
入
れ
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計

画
税
の
軽
減
措
置
の
継
続

を
求
め
る
意
見
書


